
令和８年度 仕様書

工事名称 川越地区消防局･川越北消防署新築植栽工事(その２)

工事場所 川越市御成町１番ほか

【工事の大要】
川越地区消防局・川越北消防署新築に伴う植栽工事（その２）である。

    ・植栽工事      一式

本工事は、「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。



工事費内訳 1

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接工事費

建築工事

1

式

計

共通費

共通仮設費

1

式

現場管理費

1

式

一般管理費等

1

式

計

工事価格

1

式

消費税等相当額

1

式

工事費

1

式



工事種別内訳 2

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

植栽工事

1

式

計



植栽工事 科目別内訳 3

直接仮設

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

直接仮設

1

式

計



植栽工事 科目別内訳 4

植栽工事

名 称 数 量 単位 金 額 備 考

植栽

1

式

計



川越地区消防局・川越北消防署

2026年7月

新築植栽工事（その２）
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05
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02

01

植栽平面図

外構詳細図（法面）

gL(2) 植栽工事（その２）　図面リスト

敷地付近見取図・案内図

配置図（現況図）

特記仕様書



新築植栽工事（その２）
川越地区消防局・川越北消防署

○

○ ○

○

○

○

○

特　　記　　事　　項

（１）図面及び本特記仕様書に記載されていない事項は、国土交通省大臣官房官庁営繕部制定の下記仕様書等のうち、

・「３．工事種目」すべてを工事範囲とする。

※「３．工事種目」のうちの工事範囲は下記表のとおりとする。 ただし、他の工事種目はすべて今回工事範囲とする。

Ⅱ.　　建築工事仕様

５．工事範囲

特 記 仕 様 書

３．工事種目

２．敷地面積

Ⅰ.　　工事概要

１．工事場所

適用区分

材料の品質等

建築基準法に基づき定まる風圧力及び積雪荷重の算定には次の条件を用いる。

項　　目

1

（３）本特記仕様書の表記

　２）特記事項は、

・ 印と ※ 印の付いた場合は、共に適用する。

　３）特記事項に記載の（     ）内表示番号は、標準仕様書の当該項目、当該図又は当該表を示す。

風速（Vo=　　 m/s）

地表面粗度区分

・ 印の付かない場合は、※印の付いたものを適用する。

　　平成12年5月31日建設省告示第1455号における区域　別表（　　）

（１）本工事に使用する材料は、設計図書に定める品質及び性能の他、通常有すべき品質及び性能

    　を有するものとする。

環境への配慮

    測定し、測定結果を監督職員に報告する。

(３）測定は、パッシブ型採集機器により行う。

(４）測定方法及び測定結果の報告は、厚生労働省のガイドライン又は国土交通省が認める代替

(２）測定対象室及び測定箇所数は仕上表による。

室内空気中の

(１）室内空気中のホルムアルデヒド、トルエン、キシレン、 エチルベンゼン、スチレンの濃度を

4  (1.5.9)

2
仮
設
工
事

※ 現場説明書による                     ・構内指示の場所に堆積  ・構内指示の場所に敷き均し

※標準仕様書表3.2.1による

建設発生土の処理

埋戻し及び盛土3
土
工
事

(3.2.3)

 (3.2.5)

4

22

省
略

（２）電気設備工事及び機械設備工事を本工事に含む場合は、電気設備工事及び機械設備工事は、それぞれの工事特記仕様書

を適用する。なお、電気設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図、機械設備工事の特記仕様書は（　 ／　 ）図による。

・ 印の付いたものを適用する。  ・ 印のみの場合は適用しない。

○

○ ○

 (1.4.2)

工事設計図

足場その他 「手すり先行工法に関するガイドライン」に基づく足場の設置に当たっては、同ガイドラインの

  別紙１「手すり先行工法による足場の組立て等に関する基準」における2の(2)手すり据置き方式

  又は(3)手すり先行専用足場方式により行う。

    ① 合板、木質系フローリング、構造用パネル、集成材、単板積層材、ＭＤＦ、 パーティク

　   　材料で、設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分に応じた材料を使用する。

    ③ 接着剤は、可塑性（フタル酸ジ－ｎ－プチル及びフタル酸ジ－２－エチルヘキシル等を含

    ④ ①の材料を使用して作られた家具、書架、実験台、その他の什器類は、ホルムアルデヒド、

    　を指す。

　　 次の①から④を満たすものとする。

(１）建築物内部に使用する材料等は、設計図書に規定する所要の品質及び性能を有すると共に、

　   　塗料、仕上塗材は、アセトアルデヒド及びスチレンを発散しない又は発散が極めて少ない

       有しない難揮発性の可塑剤を除く）が添加されていない材料を使用する。

       アセトアルデヒド及びスチレンを発散しないか、発散が極めて少ない材料を使用したもの

（２）設計図書に規定する「ホルムアルデヒドの放散量」の区分において、「規制対象外」とは

    　次の①又は②に該当する材料を指し、同区分「第三種」とは次の③又は④に該当する材料

 (1.4.1)

    ② 接着剤及び塗料は、トルエン、キシレン及びエチルベンゼンの含有量が少ない材料を使用

    ①建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第一種、第二種及び第三種ホルムアルデ

      ヒド発散建築材料以外の材料

    ②建築基準法施行令第20 条の７第４項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

    ③建築基準法施行令第20 条の７第１項に定める第三種ホルムアルデヒド発散建築材料

    ④建築基準法施行令第20 条の７第３項の規定により国土交通大臣の認定を受けた材料

（２）備考欄に商品名が記載された材料は、当該商品又は同等品を使用するものとし、同等品を使

（３）標準仕様書に記載されていない特別な材料の工法については、材料製造所の指定する工法と

    　する。

　１）項目は、番号に　 印の付いたものを適用する。

・ Ａ種 　適用場所（　　　　　　　　）

・ Ｂ種 　適用場所（　埋め戻しが発生する全カ所　）

・ Ｃ種 　適用場所（　　　　　　　　）土質（　　　　　　　）受渡場所（　　　　　）

・ Ｄ種 　適用場所（　　　　　　　　）

山留めの撤去
鋼矢板等の抜き後の処理　　※直ちに砂で充填する　　・

　・風圧力

　・積雪荷重

　   　ルボード、その他の木質建材、ユリア樹脂板、壁紙、接着剤、保温材、緩衝材、断熱材、

　     する。

       とする。

○

2

3

1

1

2

3

                       （　・ Ⅰ　・ Ⅱ　・ Ⅲ　・ Ⅳ　）

　　　用する場合は監督職員の承諾を受ける。

(3.3.3)

・建築工事標準詳細図（令和  　年版）（以下、「標準詳細図」という。）

:(　)箇所、

箇所数

外観正面

画素数及び

電子データ(JPEGフルカラー 4500×3000ピク

形式・サイズ 提出媒体 撮影者

工事完成時に次の写真を撮影し、監督職員に提出する。完成写真6

（４）本工事に使用する材料のうち、(５）に指定する材料の製造業者等は、次の①から⑥すべての

　　　事項を満たすものとし、その証明となる資料（外部機関が発行する証明書の写し等）を監督

　　　職員の承諾を受ける。ただし、あらかじめ監督職員の承諾を受けた場合はこの限りでない。

　  ①品質及び性能に関する試験データを整備していること。

　　②生産施設及び品質の管理を適切に行っていること。

    ③安定的な供給が可能であること。

    ④法令等で定める許可、認可、認定又は免許を取得していること。

    ⑤製造又は施工の実績があり、その信頼性があること。

    ⑥販売、保守等の営業体制を整えていること。

（５）製造業者等に関する資料の提出を求める材料

　　無収縮グラウト材、乾式保護材、既調合モルタル、既調合目地材、防水剤、錠前類、

　　クローザ類、自動扉機構、現場発泡断熱材、フリーアクセスフロア、

　　移動間仕切、トイレブース、煙突用成形ライニング材、天井点検口、床点検口、鋳鉄製ふた、

　　グレーチング、屋上緑化システム、ポリマーセメントモルタル、

上記と異なる外部

撮影部位及び

・圧縮率1/4程度) セル以上で画像

補正を行ったも

の

建築完成写真の撮影

実績がある者で、監

督職員が承諾する撮

影業者

1280×960ピクセ

ル以上かつ、撮

任意

外部:(15)箇所、

　　　　 （品質）細粒分（75μm以下）の含有率（重量百分率）の上限を50％未満とする。

(2.2.4)

（CD-R）

影したデジタル

カメラの設定の

うち最高の画質

化学物質の濃度測定

４．指定部分　　　　　　　　　　　・有　・無　　対象部分（　　　　　　　　　　　）

　　　　　　　　　　　　　　　　　　指定部分工期　　　年　　月　　日

　　　○を付けたものを適用する。

・建築物解体工事共通仕様書（令和4年版）

・公共建築工事標準仕様書（建築工事編）（令和  　年版）（以下、「標準仕様書」という。）

他工事又は他工種との7

取合い

工事区分表による。これにより難い場合は監督職員と協議する。

○

○

　４） 　　印は、特定調達品目を示す。これらを調達する場合は「国等による環境物品等の調達の推進等に関する法律

　　床型枠用鋼製デッキプレート、鉄骨柱下無収縮モルタル、ルーフドレン、吸水調整材、

　　重量シャッター、軽量シャッター、オーバーヘッドドア、可動間仕切、トップライト

 7

4

○

           六価クロム溶出試験　  ・ 行う（現場説明書による）　  ・ 行わない

（平成12年法律第100号）」に基づく、「環境物品等の調達の推進に関する基本方針（令和3年2月19日変更閣議決定）」

に定める判断の基準等を満たすものとする。

20　ユニット及びその他の工事

17　カーテンウォール工事

　　押出成形ｾﾒﾝﾄ板工事

13　屋根及びとい工事

 8  ｺﾝｸﾘｰﾄﾌﾞﾛｯｸ・ALCﾊﾟﾈﾙ・

 6  コンクリート工事

19　内 装 工 事

18　塗 装 工 事

16　建 具 工 事

15　左 官 工 事

14　金 属 工 事

10　石　工　事

12　木　工　事

11　タイル工事

 9  防 水 工 事

 7  鉄 骨 工 事

 5  鉄 筋 工 事

 4  地 業 工 事

 3  土  工  事

 2　仮 設 工 事

項　　目

21　排 水 工 事

22　舗 装 工 事

23　植栽及び屋上緑化工事

Ｇ

山留めの存置　　・行う（存置範囲　　※図示　　　　・　　　　　　　　）

材料及び工法

・材料（　　　　　　　　　）　工法（　　　　　　　　　　）

施工条件5 施工条件については、下記及び標準仕様書による。

種別

:(15)箇所

画質等

程度
電子データ

(JPEGフルカラー)

( 3 )枚

( 3 )枚

32

二十四

１．工作物

埼玉県川越市御成町1番　ほか

20,874.99 ㎡

１）植込み土留 一式

・埋戻し及び盛土として利用するもの以外は構外搬出とする。

（６）プレゼンボード（カラースキムボード）の作成

　　外装や内装仕上材の見本張りボードの作成に対する協力を行い、材料発注前に仕上材の型番や

　　色調等について監督職員の承諾を受けること。

測定法により（許容濃度は25℃の場合とする）、報告書は3部提出すること。

測定時期は着工時、完成引き渡しの1か月前、家具備品などの搬入前とする。

※建設機械は、原則として排出ガス対策型、低騒音型、低振動型を使用する。

※本工事は川越地区消防組合ワンデーレスポンス対象工事である。

※再生資源利用[促進]計画書( 実施書) 、工事登録証明書(「コブリス・プラス」で入力したこと

　の証明）を、施工計画作成時（施工完了後）に遅延なく提出すること。

※一般財団法人日本建設情報総合センター工事実績情報システム「ＣＯＲＩＮＳ」により、

　受注登録、竣工登録等を行い、登録内容確認書を提出すること。

※工事は原則として8時～17時、週休2日とする。

　本工事は「週休２日制適用工事（現場閉所型）」の対象工事である。

  実施は、川越地区消防組合週休２日制適用工事要領（建築工事）（令和8年2月1日施行）

  によるものとする。要領は、川越地区消防組合のホームページで確認のこと。

※工事中に使用した範囲は清掃を行い現況復旧のこと。また、工事による汚損箇所については修復

gL(2)

特記仕様書

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その２）

01

本工事により発生する建設発生土については、下記に示す土質改良プラントへの搬出を想定して

いるが、別施設を選定する場合には事前に監督員の承諾を得ること。

　（1）受入側名称（土質改良プラント）

　（2）土質及び処分量

　（3）搬出時期

２．造園 １）樹木（芝張りとも） 一式

・汚泥発酵肥料（下水汚泥コンポスト）

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示

・ バーク堆肥 □Ｇ

□Ｇ
使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　　図示　　・　　　　）

植
栽
及
び
屋
上
緑
化
工
事

23
　(23.1.3)植栽地の確認等

土壌の水素イオン濃度指数（pH）試験　　 　・行う　　　・行わない

電気伝導度（EC）の試験　　　　　 　　　  ・行う　　　・行わない

植栽 有効土層の厚さ（cm）工法 整備範囲 土壌改良材

植栽基盤の整備

※Ａ種

・Ｂ種

・Ｃ種

・Ｄ種

・樹木 樹高12ｍ以上

（※100　・120　・150）

樹高7ｍ以上～12ｍ未満

（※80 　・100）

樹高3ｍ以上～7ｍ未満

（※60　 ・80）

樹高3ｍ未満

（※50　 ・60）

・葉張り部分

・植栽部分

・図示

・

・適用する

・適用しない

※芝、地被類 ※Ｂ種

・

※20

・

・植栽部分

・図示

・

・適用する

・適用しない

植栽基盤の排水設備　・設ける（※図示　　・　　　　　）　・設けない

・ 現場発生土の良質土　　・ 人口軽量土

植込み用土

施工箇所　　　　※植栽範囲　　　　・図示

使用量　　　　　 植栽基盤面積1㎡あたり　（　・10L　　・　　　　）

　 材料

    「金属等を含む産業廃棄物に係る判定基準を定める省令」の別表第1の基準に適合する原料を

     使用したもので、植害試験の調査の結果、害が認められないものとする

1

2

土壌改良材

　(23.2.2、4)

樹木の植栽基盤の整備

・適用する　　　　　・適用しない

土壌改良材の適用

・適用する　　　　　　 　・適用しない

種類及び指定量等

樹木

樹種、寸法、株立数等　　　※図示　・

(23.3.2)

支柱材　　    ※ 丸太（間伐材）　　　  ・ 真竹　　　・ 図示

(23.3.2、3)

防腐処理方法　・ 加圧式防腐処理丸太材　・

□Ｇ
支柱

形式　　　　　・図示　・

4

3

種類　  ※ コウライシバ　　・ノシバ　　・ 図示

(23.4.2、3)

芝張りの工法

　※ 幹巻き用テープ　・ わら及びこも

幹巻き用材料 (23.3.2)

芝

　平地　※目地張り　・べた張り

　法面　・目地張り　※べた張り

材料

6

5

※発芽率80％以上※洋芝類（採取後2年以内）

種子の種類 種子の量（g/㎡)発芽率

・

備考

吹付けは種 (23.4.2)

樹種 単位面積当たりのコンテナ数コンテナ径

・

芽立数

地被類 (23.4.2)

・図示

7

8

排水層　　　　　　・ 軽量骨材（層の厚さ　：          ）    ・ 板状成型品

植込み用土 　　     ※ 改良土　　 ・ 人工軽量土

工法

・屋上緑化軽量システム

樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　※ 図示　・

土壌層の厚さ　　　・ 図示　　　・

・屋上緑化システム

屋上緑化

樹木、芝及び地被類の樹種並びに種類、寸法、株立数等　※ 図示　・

(23.5.2～4)

植栽基盤及び材料

支柱　　　　　・ 設置する 　（形式　　・ 図示　　・　　　　　　）

かん水装置　　・ 設置する   （種類　　・　　　　　　           ）

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　        　※ 図示　・

□Ｇ

新植、芝等の枯補償、

移植樹木の枯損補償 新植樹木（芝張り、吹付けは種及び地被類を含む）の枯補償の期間

　※引渡しの日から１年　・無し　　・

移植樹木の枯損処置を行う期間

　※引渡しの日から１年　・無し　　・

(23.3.4、6)(23.4.7)

見切り材、舗装材、排水孔、マルチング材等　　　　　　※ 図示　・

（品質・性能等及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

9

10

1-1 適用区分による風圧力の（・1　・1.15　・1.3）倍の風圧力に対応した工法

（品質・性能等及び試験方法）　建築材料等品質性能表による

・図示・図示・図示

～

※工事搬出入口については、消防関係車両の出入りもあるため、通行の際には、十分注意をすると

1
共
通
事
項

　ともに、消防活動の妨げにならないよう、併せて注意すること。

　すること。
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地下ポンプアップ施設
（造成）

オイルトレンチ(庁舎)

基壇

⽝⾛（植栽）

コンテナ
置き場

（屋根無し・59台）

設計GL+1200＝TP+13.40）

B塔(訓練)
1FL=設計GL+1100
＝TP+13.30

C塔(訓練)
1FL=設計GL+1100
＝TP+13.30

1/12

出入口

スロープ4
(構内・植1)

その1⼯事 その2⼯事

芝張り

市道3170号線

市
道

31
88

号
線

市道3171号線

市
道

31
71

号
線

42条1項道路

42
条

1項
道

路

42条1項道路

42
条

1項
道

路

42条1項道路

46332

現況地盤高

計画地盤高

真北

真北測量による

12.00

13.00

境界石

敷地外周部の道路整備は本工事と併行する工事になるため、本図は工事完成後の状態となります。（凡例）

A塔(訓練)
1FL=設計GL+1100
＝TP+13.30

保管庫(庁舎)
FL=設計GL+750＝TP+12.95 FL=設計GL+600＝TP+12.80

消防⽤⾃動⾞⾞庫(外他)

gL(2)

植栽平面図

A1=1：250

A3=1：500

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その２）

04

Co
Ｗ

10.9611.2810.98

記号 名称 規格・寸法 単位 備考

■植栽 Ｈ Ｃ Ｗ

マサキ 1.5 - 0.4 本 2本/ｍ、生垣型支柱

■芝生

コウライシバ ｍ2

土壌改良-1 土厚600×バーク堆肥20％ ｍ2 高中木植栽範囲

土壌改良-2 土厚200×バーク堆肥20％ ｍ2 芝生植栽範囲

土

■土

改1

改2

改2

改1

-

-

植栽凡例

庁舎棟
（緊急⾞両⾞庫）

(庁舎)
1FL＝設計GL+1100=TP+13.30

今回工事対象（①～③）

※植栽の詳細な配置については、監督員と協議のうえ、決定すること。

その1⼯事

その２⼯事

（⼯事対象外）

その２⼯事

①

砕⽯側溝
（外構その２）

砕⽯側溝
（外構その２）

フェンス
（外構その２）

フェンス
（外構その２）

（⼯事対象外）

（⼯事対象外）

その1⼯事



歩車道境界ブロック

300 798

1098

法　（1：3）

2418

 A-A'

外構整備工事(その1)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

5
02
6
6

▽12.86

▽12.60 ▽12.65

緑地 道路保管庫

1000

300 605

905

法　（1：3）

2225

5
02
0
2

▽12.90

▽12.70 ▽12.75

緑地 道路コンテナ置場

1000

300 945

1245

法　（1：3）

2565

5
03
1
5

▽12.90

▽12.58 ▽12.63

緑地 道路臨時駐車スペース

300 448

748

法（1：3）

2068

5
01
4
9

▽13.00

▽12.85
▽12.90

緑地 道路ヘリポート

120

500

180500 620

300 248

548

法（1：3）

1868

5083

▽13.00
▽12.92 ▽12.97

緑地 道路車路

120500 180500300

法　（1：3）

5
0

3
9
2

▽12.75

▽12.36 ▽12.41

緑地 道路職員用駐車場

 B-B'  C-C'  D-D'

 E-E'  F-F'

擁壁

（造成工事） 擁壁

（造成工事）

擁壁

（造成工事）

擁壁

（造成工事）

擁壁

（造成工事）

擁壁

（造成工事）

敷地外敷地内
敷地外敷地内

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

△
道

路
境

界
線

5
0

5
0

▽13.00

▽12.75

50▽13.00

5
0▽12.90▽12.90

De-2-1 法面断面詳細図 1/25 De-2-2 旗竿ステージ詳細図 1/50,1/20

生垣(H=1.50m)

生垣(H=1.00m)

旗竿

1
50

1
00
0

1
50

1650 1650 1650

4950

1650 1650 1650

4950

2
0
0

2
0
0

1
0
0

1
0
0

▽12.6
▽12.5 ▽12.4

1
0
0

※目地材：樹脂発泡系目地板

目地材
t=10

目地材
t=10

平面図（S=1/50）

A-A断面図（S=1/50）

A A

1000

1200

2
0
0

2
0
0

B
B

B-B断面図（S=1/20）

コンクリート

溶接金網

プライムコート(PK-3)

路盤材(再生ｸﾗｯｼｬﾗﾝRC-40)

外構整備工事(その2)

外構整備工事(その2)

外構整備工事(その2)

外構整備工事(その1)

De-2-3 1/5砕石側溝詳細図

外構整備工事(その1)

　側溝 □300（側溝代用）

外構整備工事(その2)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

外構整備工事(その2)

　側溝 □300（側溝代用）
外構整備工事(その2)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

外構整備工事(その2)

　側溝 □300（側溝代用）

外構整備工事(その2)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

外構整備工事(その2)

　側溝 □300（側溝代用）

外構整備工事(その2)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

　側溝 □300（側溝代用） 外構整備工事(その1)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

外構整備工事(その１)

　側溝 □300（側溝代用）

外構整備工事(その1)
外構整備工事(その2)

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック

歩車道境界ブロック
(外構整備工事(その1)) 旗竿ステージ

旗竿

180

1
5
0

▽11.95

▽11.80 ▽11.80

緑地 道路駐車場

 G-G'

縁石

外構整備工事

敷地外敷地内

△
道

路
境

界
線

5
0▽11.95

外構整備工事(その1)

外構整備工事(その1)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

歩車道境界ブロック

外構整備工事(その1)
雨水排水側溝

砕石

縁石

外構整備工事(その1)

造成工事

砕石

 G-G' 平面図

外構整備工事(その1)
　メッシュフェンス（H=1.2m）
　基礎ブロック□180×H450

180 150

2
0
0
0

▽11.80 ▽11.80

緑地 道路

 H-H'

縁石

外構整備工事(その1)

敷地外敷地内

△
道

路
境

界
線

造成工事外構整備工事(その1)
雨水排水側溝

1
5
0

▽12.28

▽12.07 ▽12.07

緑地 道路駐車場

 I-I'

縁石

外構整備工事(その1)

敷地外敷地内

△
道

路
境

界
線

▽12.28

外構整備工事(その1)

外構整備工事(その1)
　メッシュフェンス（H=1.2m）

　基礎ブロック□180×H450

歩車道境界ブロック

低木（植栽工事）

芝 （植栽工事）

芝 （植栽工事）

芝 （植栽工事）

芝 （植栽工事）
芝 （植栽工事）

芝 （植栽工事）

芝 （植栽工事）

低木（植栽工事）

(その1)

敷地外敷地内 敷地外敷地内

敷地外敷地内 敷地外敷地内

180 620

既存水路

（植栽工事）

（植栽工事）

N

A

A'

B

B'

D'

DE
'

E

F

F'

Key-Plan

G

G'

Ｈ

Ｈ'

Ｉ Ｉ
'

単粒度砕石(S-60)

有孔管(VP100,孔径Φ12,孔数20カ所以上/ｍ)

透水シート

単粒度砕石(S-30)

1
0
0

2
0
0

1
0
0

300

植栽帯

(植栽工事(その1))

(植栽工事(その2))

植栽帯

(植栽工事(その1))

(植栽工事(その2))

gL(2)

外構詳細図（法面）

A1=図示

A3=図示/2

川越地区消防局・川越北消防署新築植栽工事（その２）

05

砕石側溝

(外構整備工事)

△
道

路
境

界
線

敷地外敷地内

　　低木
（植栽工事）

外構整備工事(その1)
雨水排水側溝

外構整備工事(その2)

1201801000

芝 （植栽工事）

C

C'

120180

芝 （植栽工事）

120180

芝 （植栽工事）

1201801000

芝 （植栽工事）
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